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蛍光検出器付HPLC法（公定法）による含有量の検査
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ビタミンB1・ビタミンB2の定量分析

図1 分析の流れ

均質化試料2～3 g

希塩酸50 mLを加え、酸分解

pH 4.5に調整

酵素溶液 5mL

37～40℃、一夜静置

100 mLに定容後、ろ過

パームチットを充填したカラムに
試料溶液25 mLを吸着

塩化カリウム-希塩酸溶液25 mLで溶出

ビタミンB1測定

沸騰水90 mLで洗浄

ビタミンB2測定
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図2 クロマトグラム

図3 検量線
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ビタミンB1測定※1

ビタミンB2測定

励起波長：375 nm
蛍光波長：440 nm

※1）反応液に赤血塩
アルカリ溶液を使用し、
ポストカラム法で測定

励起波長：445 nm
蛍光波長：530 nm

豚肉や卵などの食品中にはビタミンB1（チアミン、HET）およびビタミンB2（リボフラビン）が豊富に含まれ
ています。これらは多くの場合、リン酸エステル等の誘導体として存在しています。ビタミンB1、ビタミンB2

の含有量は前処理として酵素処理を行い遊離型に変えた後、蛍光検出器付HPLCで分析することにより
定量できます。ビタミンB1自体に蛍光性はありませんが、ポストカラム法で赤血塩アルカリ溶液と反応さ
せ、酸化型のチオクロームに変換することで蛍光を検出することが可能となります。
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出典：五訂増補日本食品標準成分表

ビタミンB2 定量値
0.5 mg/卵100g

ビタミンB1 定量値
0.3 mg/卵100g


